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第４次壱岐市総合計画

子ども版

一緒に前へ、壱岐新時代へ。

Closed

壱岐のまちづくりの担い手
にな

にな にな にな ふむか

（★市民が担い手になる　★島外からの担い手を迎える　★島外にも担い手を増やす）

ひとりや家族、身近な仲間、
グループなどで取り組むこと

地域コミュニティで取り組むこと
（まちづくり協議会等）

ちいき

壱岐市全体、みんなで取り組むこと

【外部の力】
壱岐ファン・企業・大学・関係機関など

きぎょう
市民の積極的なサポーターである市役所
（幸せの相乗効果を生み出す調整役）

こうか

充実した子育て支援により、安心して
生み育てられる環境をつくるとともに、
みんなが元気に長生きできるよう地域
全体で健康づくりに取り組みます。

じゅうじつ しえん

かんきょう

ちいき

高校生・若者を中心に働く環境の充実に
取り組み、島外へ出ていく人を減らすと
ともに、若い世代が壱岐に戻ってくるよう
働きかけます。

かんきょう

へ

わか もど

じゅうじつわかもの

●島内の産業を元気にして、働く人を増やし、
   給料が上がるようにする
●島外から新しい会社を呼んで、働く場を増やす
●新しい分野の仕事をつくったり、お店や会社を
   始めたい人を応援する
●働きたい人が仕事を見つけやすくする

ふ

よ ふ

おうえん

●出産から教育までの切れ目のない子育て支援
●子育て期間中でも働きやすい環境づくり
●性別に関係なく、誰もが平等に働いたり活躍できる
   社会をつくる
●教育の質の向上
●島内で高度医療や健康診断を受けやすい環境づくり

しえん

かんきょう

せいべつ

しつ

いりょう しんだん かんきょう

だれ かつやく

（安心した暮らしが送れる）
く

イキイキ長生きワクワク稼げる
（やりたい仕事ができる）

かせ

ノビノビ学べる
（なりたい自分になれる）

総合計画とは 壱岐市の現状

みなさん一人ひとりが壱岐のまちづくりを担う人
一緒に壱岐をもりあげよう！

にな

いっしょ

みなさんは将来の夢や目標をかなえるため

に、今どんなことをしていますか？壱岐市で

は「2050年に壱岐をどんなまちにしたいか」

を考え、その目標を実現するために、2025

年から2029年の5年間で取り組むことを考

えました。このまちの設計図が「総合計画」

です。住んでいる人、島外に居ながらも壱岐

を応援している人、みんなが一緒になって取

り組む内容をまとめています。

しょうらい ゆめ

じつげん

せっけいず

おうえん いっしょ

ないよう

い

お店の数が減ったり
へ

働く人の数が減ったり
へ
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2050 年
2万人
の維持

壱岐市の人口は減り続けており、2050年に

は13,199人になると予測されています。
よそく

へ

げんじょう

　（　通称　プラス7000）

人 口 対 策プロジェクト
たいさく

つうしょう

このまま変われずに
人口が減っていく

未来

へ

みんなが壱岐に居たくなる、
戻って来たくなるまちづくりを進めます！

いい

もどもど

めざす姿を実現するためには、一定の人口規模が必要であり、その目標を2050年2万人と設定しました。 そのためには、

2050年時点で予測されている13,199 人から約7,000人の人口を増やさなければなりません。

すがた じつげん きぼ せってい

よそく ふ
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こんな壱岐を目指します
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高校生はもちろん島外から壱岐に戻ってくる人や新しく壱岐に移り住む人が求める仕事が
市内にあり、働きたいすべての人が将来にわたり、しっかりと稼げる環境がある。

希望の仕事があり稼ぐ力がある島
かせ

しょうらい かせ

もど うつ

かんきょう

基本目標１

農林水産業の働き手
不足が解消している

かいしょう

あらゆる仕事で
デジタル化が進み、
効率よく働ける
ようになっている

若者が就きたくなる
魅力的な仕事がある

壱岐の特産品が全国で
知名度が高まり、
多くのファンに
愛されている

焼
酎

こうりつ

つわかもの

みりょく

まちづくり協議会を中心
に地域コミュニティが
維持されている

住み慣れた地域でいくつになっても自分らしく安心して健康に暮らせる。

すべての市民が自分らしく安心して健康に暮らせる島
な ちいき

ちいき

いじ

く

く
基本目標 2

年齢や障がいの有無に
かかわらず、自分らしく安心
して暮らすことができる

ねんれい しょう

く

高度医療から身近な医療
まで質の高い医療サービス
を受けることができる

いりょう いりょう

しつ いりょう

性別に関係なく、平等な
社会が実現している

せいべつ

じつげん

ふるさと納税などにより、
自主財源※の確保が進んでいる

¥

Digital 電子申請電子申請

質の高い行政サービスを
受けることができ、各種申請なども
簡単にできるようになっている

デジタル技術を活用し、
市役所の仕事が早くて
ムダがなくなっている

効率的で質が高く、持続可能なまちづくりが進められている。
デジタル技術を活用し、市民が窓口でも自宅でも便利に必要なサービスを
受けることができる。

こうりつ しつ

ぎじゅつ じたく

かのう

まどぐち

効率的で質が高く持続可能な行政力を備えた島
こうりつ しつ かのう ぎょうせい そな

基本目標 6

高速船や飛行機
により、島外との
アクセスが確保さ
れている

万が一の災害の際でも
安全が確保されている

道路や公園、港湾など
が災害に強く、安全に
維持されている

ごみの減量化やリサイ
クルなどが進むなど、
環境にやさしい社会
ができている

路線バスや乗り合い
タクシーなどの多様
な移動手段があり、
便利に移動できる

持続可能な社会基盤が整い安全な暮らしを守る島
かのう きばん く

基本目標 5

様々なテクノロジーが広がり、便利な暮らしが実現している。
道路や建物なども長く使えるように整えられ、これからも安心して暮らせる環境が
整備されている。

げんりょう

いどう

いどう

しゅだん

かんきょう

く じつげん

せいび

く かんきょう

さいがい さい

かくほ かくほ

こうわん

さいがい

いじ

国内外の多くの観光客や島外の企業が壱岐に関心を持ち、壱岐を訪れたり、
島内で事業を始めたり、島外で壱岐のものを購入したりして壱岐を応援している。

地域の価値と新しい人の流れが未来をつくる島
ちいき かち

基本目標 4

国内外の観光客
が訪れている

壱岐ファンが全国に拡大、
島外から壱岐へ移り住む人が

増えている

かくだい

れきし かんきょう

うつ

ふ

おとず

歴史文化や自然環境を
活かしたまちづくりが
進められている

再生可能エネルギーが広がり、
地球にやさしい暮らしがおくれる

自動運転やドローンなど
先端技術を活用した
まちづくりが進んでいる

せんたん ぎじゅつ

さいせい かのう

く

不安なく安心して楽しく子育てができる。成長に合わせた質の高い学びの
環境がある。

安心して出産から
子育てができる

未来を育む子育てと学びの島
基本目標 3

若者の出会いの
場がある

Hi!

かんきょう

あ しつ

それぞれに合った
質の高い

教育が受けられる

しつ

社会人も高齢者も、
自分の希望のとおりの
学びができる環境が

整っている

かんきょう

こうれい

わかもの

デジタル技術を活用して
世界とつながる教育が

受けられる

ぎじゅつ

壱岐市の
めざす姿

すがた

人と自然、テクノロジー
が融合した幸せを実感で
きる暮らしと未来への
可能性に満ちた壱岐市を

目指します！

かのうせい

ゆうごう

く

こうにゅう おうえん

きぎょう おとず

※自主財源：住民税やふるさと納税など、市が自
ら集めることのできるお金。自主財源が多いと、
市が自分たちで使い道を決めやすくなります。

２万人2050年人口

ぎじゅつ

のうぜい

ざいげん

ざいげん ぜい のうぜい

ざいげん

かくほ

しつ ぎょうせい

しんせい

かんたん


